
　「サンゴの村宣言」プロジェクトの Sunna ちゃんを活用
したアニメーションの第 2話が完成しました。
　第 2 話のタイトルは「おさかなはどこ？」。サンゴが直面
している危機を解決することをテーマに作成しました。温
暖化によるサンゴの白化現象をはじめ、オニヒトデの増加、
赤土の流入など、これまで起こってきたことに加えて、海
洋ゴミやマイクロプラスチックなど新たな問題が世界中で
起きています。困っている Sunna ちゃんを助けるために
何ができるか・・・みなさんも日々の生活の中でできるこ
とを考えてみませんか？
　また、第 1話「サンゴってなぁに？」のアニメーションが絵本になりました。恩納村文化情報センター
でご覧いただけます。おんなの駅と各書店でも販売中です。ぜひご覧ください！

普及啓発アニメーション第 2弾完成！

アニメーションはこちらから➡ お問い合わせ：企画課
　　　　　　　☎９６６－１２０１

第１話

第２話

使い捨ての電池は海洋環境にとって有害と言われています。
その理由は･･･
①正しく廃棄されない（埋め立てや海に捨てられているなど）
②電池が分解される際に、鉛や水銀等の化学物質が土や海に流
れ込む
③これらは最終的にすべて海に流れ、海を汚染し、海洋生物に
害を与える
最終的には汚染された魚や水を私たち人間が食べたり飲んだ

りすることになります。
このように化学物質は環境だけではなく、回り回って人や動

物の健康にも影響します。
電池は有害ゴミとして正しく廃棄（充電式やボタン型電池は

リサイクル協力店へ）し、できるだけ使い捨て電池ではなく再
充電が可能な電池を使いましょう。

　貝やサンゴなど、おみやげとなる海の生き物の多くは海の
中ではほかの多くの種類の生き物の生息地として利用された
り、自然に分解されることによって養分を生み出すなどサン
ゴ礁の生態系を維持する上で重要な役割を果たしています。
　海の生き物を使ったおみやげを買わなければ海洋生物がむ
やみに殺されたり収集されたりすることもなくなります。
　沖縄県においても造礁サンゴ類の採捕等が禁止されていま
す。海の中で生きているもの、折れて海に落ちているもので
原形をとどめているもの、サンゴの死がい、サンゴの卵が付
着した基盤などは採ってはいけません。
ビーチで見つけた貝殻やサンゴは持ち帰らないようにしま
しょう。

　Green Fins（グリーンフィンズ）とは、サンゴや自然環境にやさしいダイビングやシュノーケリン
グの国際的なルール・ガイドラインです。Green Fins のポスターを参考に、今回はこちらの 2 つのポ
スターから考えてみましょう。

「サンゴの村宣言」ＳＤＧｓプロジェクト

お問い合わせ：恩納村 SDGs 推進事務局（企画課内）　sunna.sdgs@gmail.com

× ＯＮＮＡ

　5 月 15 日、沖縄県出身で長野県白馬村議会議員・田中麻乃氏
による講演会「ジェンダー平等を女性議員の目線から考える」を
開催しました。
　長野県白馬村で議員になった経緯や議員活動をするなかで苦労
していることなどについて語りました。
　人口は男女ほぼ同数だが議会議員など男性の数が圧倒的に多く、
女性の意見が反映されにくい現状であることや家族のサポートで
政治家として活動できているなどの経験談に参加者も聞き入って
いました。
　参加者を代表して元恩納村議会議員の當山君子さんは、「女性が活躍する村を目指して一歩ずつ取り
組んでいきましょう」と話しました。

ジェンダー講演会

海の生き物を使ったおみやげを見かけたことはありますか？

みなさんのご家庭で使われている電池は使い捨ての電池
ですか？

沖縄県造礁サンゴ類の採捕等の
禁止についてはこちらから→→→

2021.6 8広報おんな


